
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

鹿沢高原オートキャンプ場 

かえでの小径 

鹿沢園地 

種の旅 

曲がりくねった木 

カエデの仲間 

つる草 

オオバコ 

トクサの群生 

天然樹林と人工樹林 

林床一面に群生しているのはマイズルソウです。日
当りや植生の環境の違いによりこの先さまざまな植
物と出会います。例えば、ヤグルマソウやヤマブド
ウ、サワギキョウ、ツリフネソウなどが見られます。 

この辺りには、カエデの仲間がたくさん見られます。
イタヤカエデは鋸歯がなく日本で自生する中で一番
大きくなります。ハウチワカエデの葉は他のカエデよ
り大きく、若葉のときは葉面に白い綿毛があって鳥の
羽根で作った天狗のうちわに似ています。ウリハダカ
エデは樹皮の色がウリを思わせる緑色をしています。 

森や林の外れには、草や低木が繁り、つる草が木に絡
まっています。ソデ群落やマント群落です。風が林の
中に吹き込むのを防いだり、日光が差し込んで乾燥し
すぎないようになっています。鹿沢のマントは「ヤマ
ブドウ」です。 

この辺りには「オオバコ」が多く見られます。「オオ
バコ」は背丈が低く成長点も低いので、踏みつけられ
ても抵抗力はありますが、日陰では育たないため、日
の当る目立つ場所でよく見かけます。 

種はどうやって旅するのでしょう︖このあたりの
植物の種を探しながら考えてみてください。風や
虫、動物や鳥に運ばれるものや、斜面を転がり落ち、
水に運ばれるものもあります。また、広葉樹の種は
葉より先に落ちて、後から落ちる葉に隠れてひと冬
を過ごします。 

この植物の特徴は表面が硬く陰
地に自生するシダの仲間です。
「トクサ」に触れてみましょう。
（茹でて乾燥させたトクサを砥
石の代わりに使っていました。） 

曲がりくねった木があります。これはなぜでしょう
か︖枝が伸びる方は明るいですよね。葉は太陽の光
を浴びて光合成の働きをしているので、葉をつけて
いる枝は明るい方へ伸びていき、葉の表面に光が当
たるようにしています。 

ドングリは主にナラ、シイ、カシなどのブナ科の植 
物の総称で、クリも同じ仲間です。 

一回りすると気分もリフレッシュできたのではない

でしょうか？オオルリやミソサザイなど小鳥たちの

鳴き声や林を抜ける風の音、木々のざわめき、鹿沢

の自然を満喫した後は鹿沢の温泉に入ってのんびり

お過ごしください。 

右と左の林を見比べて見てください。 
自然の広葉樹林と人口の針葉樹林では、木の種類や
草の生え方が大きく違います。２つの異なる林の雰
囲気を感じてみてください。 



 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

野草園 

村上山登山口 

カラマツ林 

車いす対応木道 

キャンプファイアーサークル 

水中生物 

小さな湿原 

季節によっては色々な山野草が見
られます。また冬に雪が積もると穏
やかな斜面でそり遊びなどができ
る恰好の遊び場になります。 

この周辺は、スズランやウツボグサ、イワカガミなど
の花が 5～8 月頃に見られます。また、この分岐から
約 80 分程歩くと、浅間山や北アルプスが一望できる
村上山山頂へ行くことができます。 

このあたりの木は、人が植林したカラマツです。カラ
マツは針葉樹の中で唯一、毎年葉を落とす落葉樹です。
10月下旬から 11月上旬にかけて美しく黄葉します。 

一部車椅子でも利用可能
な清流の小径の木道。途
中、休憩ベンチなどもあり
ますのでマイペースでご
覧いただけます。この周辺
の木々に足を踏み入れる 

晴れた日は星空がきれいなファイアーサークル広場。
都会では味わえない満点の星空をお楽しみいただけ
ます。また、キャンプファイヤーなどの各種イベント
でもご利用いただけます。周辺の木々を見てみると、
木肌の特徴の違いに気づく思います。たとえば、ひび
割れたような木肌は「ミズナラ」メロンの皮のような
木肌は「ウリハダカエデ」、白い木肌は「シラカバ」、
シラカバよりほんの少し赤っぽい木肌なのが「ダケカ
ンバ」など、それぞれ特徴を知ると楽しいですよ。 

と、歩いてきた道と足元の感じが違いませんか︖ちょ
っと立ち止まってここの地面を見てください。落ち葉
の変化に気づくと思います。 

小川の中の石の裏には、きれいな水にしか住めない
カワゲラやカゲロウの幼虫が住んでいます。そっと
石を持ち上げると幼虫がいるかもしれませんよ。小
石が集まってできている幼虫の巣もありません
か︖でも、小石はまたもとの場所にそっと戻してく
ださいね。 

小さな湿原では水辺の動植物が生活をしていま
す。カエルやサンショウウオなどの姿がご覧いた
だけます。 

< 休暇村　嬬恋鹿沢 >　


